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私の履歴書
岡三証券に移ったのは偶然ですね（笑）。岡三は前の会社の大和
証券と資本関係はありません。たまたま一昨年の1月に岡三証券の
新芝社長と会食の約束があって、「大和証券を辞めます」「金融じゃ
ないところに行く予定です」と話をしたら、「ウチは営業改革を始
めたばかりなので、是非、来てほしい」と誘われました。大和の後
に行くところは決まっていましたが、まだ証券業でやり残したこと
がある気もしていたので、そっちは断りました。
上山南中学から山形南高、明治大学、精工舎（現セイコーホール
ディングス）、大和証券、岡三証券……が私の履歴書です。
出身は上山の二日町です。街の真ん中にスーパーのカミン（現
二日町プラザ）がありますが、その真裏に母親の実家があります。
母は女一人、男三人の四人きょうだいですが、男三人が大学を出て
東京に出てしまったので、母親が「祖父母をみる」と言って母方の
実家に入りました。

相澤は元々は父親方の出身の仙台の方の苗字です。父方の祖父
は転勤族で営林署署長として、東北を中心に転々とし、父親は転
勤先の秋田で生まれ、山形勤務の時に山形東高に入り、大学は東
北大と山形大に合格したのですが、父の兄たちも山大だったのと、
お金も大変だから、自宅から通える大学というので、山大の工学
部に入ったそうです。それで山形に定着って感じです。
父親も転勤族でした。山形県庁に入ったのですが、大学が理系
だったので、発電所の所長とかで転々としていました。だから、
私は小学校を3回かわっています。最初は朝日町の小学校、次が長
井小学校、母親が「親をみる」と
いうので6年の1年だけ上山小学校
に通いました。（※私は２人兄弟で、
弟の啓司も南高32回卒で、現在、
東急建設に勤めています）

新聞部時代
上山南中を出て、南高に入ったわけですが、学校生活は楽しかっ
たですよ。
中学では卓球部でした。地区大会を突破し、シングル、ダブルス、
団体と全て県大会に出ました。上山南中の同級生に尺八奏者の山口
輝明君（連山）がいました。南高でも一緒に卓球部に入って彼は3
年間卓球を続けましたが、私は練習がキツくて1年でやめました。
千歳山まで毎日数キロ、ランニングして、卓球の練習はそれから。
体力の限界、あまりにも厳しくて、ネをあげました（笑）。
それから誘われて入ったのが新聞部です。新聞部に入ったら城北

（高校）とか（山形）西高に行って女子高ルポとか書くことが出来
ると思ったんですね。でも、当時は学園紛争の雰囲気がまだ残って
いた時代。北方領土問題とか、三里塚闘争とかを熱く語っている人
が結構いて、1年の時には警察に捕まった活動家の3年生もいまし
た。私も誘われたけど、断りました。女子高生ルポをやりたかった
わけだから（笑）。ルポ記事はいい思い出です。
南高はほんと自由で、僕もパーマをかけて私服で登校、それが特

権だと思ってました。あの頃だから、お酒を飲んでも平気とか。新
聞部の忘年会も居酒屋で、歌詞カードのカラオケでした。朝、学校
に行こうと思って歩いていたら、応援団長だった同級生の村岡君が
学生服にリーゼントの頭で並んでいるので、学校に行かないのか訊
いたら、「パチンコの新台で並んでいる」って（笑）。それでも許さ
れる学校でした。
大学は一期二期の時代が終わって共通一次試験の最初の学年です。
元々、勉強はしていないし、受験科目が7教科と多くなり、中途半
端な勉強で落ちてしまい、予備校は仙台の文理予備校（現河合塾仙
台校）です。
浪人中に覚えたのが麻雀です。初めての1人暮らしが楽しくて、
授業には出ないで雀荘に直行して、夜は飲み会です。浪人生なのに
大学生みたいな生活。だから仲間も私も成績は上がるどころか下っ
た感じで、明治の工学部もよくひっかかったなと思います。私は家
系的にも理系の頭なので、努力して暗記するのが苦手。公式を展開
するのは得意でした。

山形南高29回卒業の相澤淳一さんは32年間在籍し、専務取締役など
を務めた大和証券から2年前の2021年に岡三証券の副社長に転じた。
出身は上山市。今に至る足跡を振り返っていただいた。
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峯
田
淳
のレジェンド訪問記
おらが南高の元

芸
能
文
化
部
長

相澤淳一さん
（南高29回卒）

NankoーLegend ④

2年前に大和証券から岡三証券に転じて副社長に
南高時代は新聞部で女子高ルポ

支店長時代は2店でトップの営業成績
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精工舎入社から転職まで
東京では、工学部には男しかいませんから、大学では明治と上智、
立教の学外サークルに入って活動しました。旅行会社にバックアッ
プしてもらって、スキーツアーとかの添乗員をやったりしました。
理系なのに大学にはあまり行かなかったですね。機械工学科（精密
工学）の学生は280人くらいいましたが、毎年、50人くらいは留
年する中で、試験が出来なかった教授に懇願して回ったところ、単
位をくれた素晴らしい教授もいてギリギリ卒業出来た事を覚えてい
ます。就職は理系なので、あの当時は学校推薦で成績順に大手メー
カーに行けましたが、私は成績がよくなかったので、学校推薦では大
きいところは回って来なかったので、自分で探すしかなかったです。

自分で見つけたのが時計の精工舎です。メーカーだと地方に研究
所や工場が多いんですが、楽しい東京生活から離れたくない気持ち
でした。精工舎は技術系が勤める2万坪の工場が錦糸町にあった。
それが決め手です。しかも、初任給が高かった。
入社は84年です。老舗のオーナー系で慶応出身だらけというこ
とを、会社に入ってから気がつきました。同期100人中半数近くが
慶応です。そんなことも知らないで入ったわけです。入って5年後
にはメーカーは一気に円高不況になります。その時にこれからは在
庫を抱えるビジネスはダメだと思いました。転職しよう。それが
89年です。

2つの支店でトップの営業成績
学生時代の親友に一級建築士がいて、一緒に建築設計、不動産、
金融商品の会社をやろうかとなりました。私は理系だったので、ま
ず宅地建物取引士の資格取った上で、大手の不動産と証券会社に絞
って転職活動を始めました。幸い精工舎時代の上司が、発明王のよ
うな方で、自分も実用新案を中心に特許を40件ぐらい取得してた
ので、どこも採用には好意的でした。大和証券は、プロパーと全く
差をつけない条件で大学卒同期トップと同じ主任として採用しても
らいました。当初、一度でも昇格が遅れたら、会社を辞め当初の親
友と会社をやろうと思っていたのですが、結果的に同期トップで一
度も昇格が遅れなかったので、大和証券を全うしてしまったのは、
不思議な縁だったと思います。
大和証券に入って最初のターニングポイントは95年。運用シス
テム開発部クゥオンツ（定量分析）支援課長になった頃です。日本
でも、ちょうど、ポートフォリオ営業や定量分析が始まったばかり
という時期。米国金融をリサーチし、それまでになかった運用モデ
ルを見よう見まねで作ったら、部門では一番お金を集めることが出
来た。1000億円の私募ファンドや100億円単位のバスケット発注
とか。中途で入っているのに、その分野の第一人者になることがで
きたわけです。
そうしているうちに、手数料の自由化、ビッグバンが始まった。
会社が新しいビジネスを始めるというので、クォンツ支援課ごと、
営業企画部に合流し、開発課長をやりました。09年から12年の頃
です。これが第二のターニングポイント。それまでは機関投資家が

相手だったのに個人向けのリテールに関わるようになり、バブルが
崩壊して手数料自由化になって証券会社の経営が苦しくなった時期
ですが、ネット証券に対抗して、それ
まで対面営業主体の大和証券に、店舗
も使えるインターネットコースを作っ
て対抗したところ、そのまま初代のコ
ール・ネット部長になりました。
さらに、17年には支店長になりまし
た。この時は正直、ムカつきましたね。一応本部のライン部長にな
っていたし、営業も経験してないのに「なぜ」と。当時の社長に異
動の挨拶に行きました。すると「君は支店長をやったことがないら
しいね」と言うわけです。私は「支店長どころか、営業もやってい
ません」と言うと、「君は西日本出身だっけ？」と訊かれ、「山形で
す」と答えるとキョトンとしていた。それで気がつきました。これ
は社長の人事じゃないな、動いた人がいると。
赴任先は三重の津支店です。営業成績が当時120カ店の中で103
位と低迷している支店でした。従来の株式営業ではなく、本部時代
に開発課長として自分が導入した年金保険とかで相続対策の新ビジ
ネスを、結果よりもプロセス管理を徹底的にやりました。その成果
が出て10位、5位、そして全支店の1位になっていました。
19年には神奈川エリアマネジャーとして横浜駅西口支店長に異
動しました。この時はリーマンショックが起きましたが、ここでも
31位、10位、5位とアップして最終的には1位になりました。

執行役員から専務、さらに……
その結果、翌09年には役員になりました。執行役員としてプラ
イベートバンキングを担当。超富裕層部隊です。大和証券と住友銀
行が連携したビジネスで、主なお客様は住友系がメインバンクの上
場企業のオーナーです。オーナー企業なのでトップが代わらない。
いまだにお付き合いがあります。
それから、12年には常務執行役員として資産管理や相続対策を
推進サポートするプロダクトソリューションを担当し、その後、常
務取締役としてグローバル・マーケットの副本部長。この時は2年
間香港、ロンドン、ニューヨーク、インドとか世界中を回りました。
15年に専務取締役としてPS本部長、19年には大和アセットマネ

ジメントの副社長をやって、21年岡三証券に副社長として転職し
ました。最後になりますが、家内とは大和証券で知り合い結婚しま
した。長女はメガバンク、旦那がメガ系のシンクタンク、長男は信
託銀行と、転職をきっかけに、金融一家になってしまいした。岡三
証券に来て丸2年になります。いろいろありますが、恵まれている
人生だと思っています。
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みねた・あつし 59年生まれ。28回卒。
夕刊紙「日刊ゲンダイ」元芸能文化編集部長。「完全保存版 ＴＨＥ 芸能スキャ
ンダル」（徳間書店）、編著「おふくろメシ」（ＴＷＪ）、著書「競輪全43場 旅打ちグ
ルメ放浪記」（徳間書店）、編集・プロデュースなどに「板東英二の生前葬」（双
葉社）、「由紀さおり 明日へのスキャット」（集英社）。「全裸監督が答える 不道徳
で世界一まっとうな人生相談」（村西とおる著、発売：講談社）。㈱デヌエット代表
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南高生の「今」— 南高新聞部

シン・南高祭
第伍拾玖囘　南高祭

　南高生にとって一大イベントである南高祭が、令和4年8月26日から
28日までの3日間に亘って開催された。今年度は、生徒会全体のスロー
ガンである「肄新（いしん）」の精神に基づいた「シン・南高祭」をスロー
ガンに掲げ、伝統を引き継ぎながらも新しい風を吹かせる南高祭となっ
た。前日に前夜祭、1日目に体育祭、2日目に文化祭、そして最終日に
一般招待と後夜祭という日程で実施され、大盛況で幕を閉じた。
　今年も新型コロナウイルス感染症の影響があり様々な制限がかけら
れたが、南高祭実行委員や生徒会執行部を中心に数か月前から準備を
始め、コロナ禍前の南高祭がどのようなものか、ＯＢの方々にアドバ
イスをもらいながら、みんなの努力で、伝統ある南高祭を復活させる
ことができた。

前夜祭前夜祭
　前夜祭では、思い思いの個性あふれる
仮装をした面々が市内を練り歩き、南高
祭をアピールした。
　グラウンドでは二人羽織の早食いや
ローション相撲など趣向を凝らした企
画が催され、前夜祭から大いに盛り上が
りを見せた。

1日目　体育祭1日目　体育祭

2日目　文化祭2日目　文化祭
　文化祭では、文化部の発表や各クラスの出し物など、
今年も南高文化のかおり豊かな発表がなされた。

　今年も、縦割りで1年生から3年生までの連合
を組み、組頭の選手宣誓で体育祭がスタートし
た。綱引き、騎馬戦、連合対抗リレー、ポイン
ト争奪戦など、それぞれの連合が優勝を目指し
て熱い戦いを繰り広げた。

クラス出し物

ダンスパフォーマンス

吹奏楽部演奏

選手宣誓

ポイント争奪戦

騎馬戦

仮装行列

仮装
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東京同窓会報に寄せて 

　この度も同窓会の皆さまに南高の様子をお伝
えする機会を与えていただき、ありがとうござ
います。コロナ禍にありながらも、タフに乗り
越えている南高生の姿をお伝えできていれば幸
いです。これからも南高生の活躍を見守り、応
援してくださるよう、宜しくお願いいたします。

　南高新聞編集部

3日目　一般招待3日目　一般招待
　一般招待日には、模擬店やウォーターボーイズなどのパフォー
マンスに多くの方々が足を運んでくださった。あこや姫、ボディー
ビル、フォークダンスなど南高生と一般招待客が一緒に盛り上
がって楽しむことができた。

後夜祭後夜祭
　最高の南高祭のフィナーレを飾る後夜祭。ラストには3日間
の南高祭と夏の終わりを告げる花火が打ち上げられた。また
応援団が引き継がれ、大進撃の中3年生から2年生へとバトン
が渡された。こうして第59回南高祭は盛会裏に幕を閉じた。

あこや姫

ボディビル

ウォーターボーイズ

盛り上げるＭＣ

模擬店
記念写真撮ります

フォークダンス

フォークダンス大盛況！



Yamagata-NANKOH
Tokyo Alumni Digest 20236

山形南高同窓会報(No19)_2023_Re4　6頁　23/06/26

南 高 写 真 部 作 品 展
令和４年度　第46回山形県高等学校総合文化祭　第27回写真展

優秀賞　「青春って南
なん

だ」　２年２組 安
あ た か

宅優
ゆうた　

太
令和５年全国高総文祭の参加権を獲得しました

優秀賞　「いつでも」　２年１組　日
く さ か べ

下部琳
り ん じ ろ う

二郎

優秀賞　「夏への入り口」　３年６組　井
いのうえ

上聡
そうすけ

介
最終学年のみ出品のコンテストの「山形県高文連写真専門部　
第22回フォトコンテスト」でも優秀賞を受賞しました

佳作　「２４－Firework」　1年1組　設
し た ら

楽旦
あ さ ひ

陽

第47回山形市民写真展
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南 高 写 真 部 作 品 展

優秀賞　「これも立派なタワー」　1年1組　菊
き く ち

地七
な な き

稀

第6回山形写真サロン

優秀賞　「せーの！！」　２年１組　日
く さ か べ

下部琳
り ん じ ろ う

二郎

「演の下の力持ち」　２年１組　井
い で

出慶
け い た ろ う

太郎

入選　「棚田と西日」　1年1組　松
ま つ だ

田侑
ゆう

第30回やまがた農村フォトコンテスト

※学年は令和4年度
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南高同窓生の活躍

南
高
東
京
同
窓
会
の
皆
様
、
こ
の

度
は
こ
の
よ
う
な
紹
介
の
場
を
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
45
回
卒
（
野
球
部
）
の
浅
黄
祐

樹
と
申
し
ま
す
。

現
在
、
製
薬
会
社
の
教
育
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
企
業
研
修
を
行
い
な

が
ら
、
執
筆
、
講
演
活
動
を
通
し
て

家
族
の
夢
挑
戦
に
つ
い
て
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

今
は
埼
玉
で
、
息
子
と
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
妻
は
仕
事
で
娘
と
海
外
に

住
ん
で
お
り
、
国
内
海
外
二
拠
点
生

活
を
し
て
い
ま
す
。

14
年
間
保
育
園
に
お
世
話
に
な

り
、
そ
の
間
つ
け
て
い
た
日
記
に
よ

る
家
族
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ま

と
め
た
書
籍
『
パ
パ
こ
そ
日
記
を
つ

け
な
さ
い
』（
幻
冬
舎
）
が
昨
年
末

に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
近
年
増
え
て
い
る
共

働
き
世
帯
向
け
に
、
家
族
関
係
を
良

好
に
す
る
こ
と
で
、
や
り
た
い
事
や

夢
へ
の
挑
戦
を
応
援
す
る
本
で
す
。

最
近
、
生
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
落

ち
て
い
る
な
と
感
じ
た
時
は
、
是
非

本
書
を
手
に
取
っ
て
頂
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。
新
し
い
視
点
か
ら
の
行
動

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。現

在
は
、講
演
活
動
と
合
わ
せ
て
、

コ
ー
チ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
用
い
て

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
に
目
標

達
成
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
チ
ン
グ
は
「
問
い
」
を
投
げ
か

け
る
こ
と
で
、
相
手
に
気
づ
き
を
与

え
、
行
動
を
促
し
ま
す
。

「
家
族
全
員
が
挑
戦
す
る
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
？
」

こ
の
問
い
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
更
な
る
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

浅黄祐樹さん
(南高45回卒)

『パパこそ日記をつけなさい』
（幻冬舎刊）
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出版のご案内

朗読劇を開催

「NSおらがまち工房主催　朗読劇「武蔵野が泣いた日」

地域に眠る歴史を掘り起こして朗読劇を制作し、多摩武蔵

野に光を当て「明治の闇・御門訴事件」を取り上げました。

令和4年5月21日㈯　真蔵院にて開催(※コロナ禍で2年遅れ

での開催となりました)

この上演会には東京同窓会から毛利顧問、伊藤副会長等が

観劇されました。

佐藤俊介さん(南高53回卒)

佐藤さん（中央）を囲んで

 

E-mail:kuroda_zeirishi@ybb.ne.jp

Mobile:090-4964-7616

黒田治彦税理士事務所

黒 田 治 彦
税理士・認定経営革新等支援機関・登録政治資金監査人

Kuroda Haruhiko

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 2-14-2 雄邦ビル１階

　　      　Phone 03-3556-8068 Fax 03-5213-4667

何でもお気軽にご相談ください

（南高 21 回卒）
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日時：令和6年6月29日（土）14：00〜
場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　東京都千代田区九段北4-2-25
電話：03-3261-9921

令和6年度——

山形南高東京同窓会総会·懇親会
篤志家の
ご寄附のお願い

東京同窓会の活動費のための
ご寄附を募っております。

是非、郵便局の次の口座まで
ご送金くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。
口座名：山形南高東京同窓会東京支部
口座記号番号：00110−7−581420

※安全第一での開催を行います。
　出席のご予定をお願いいたします。

皆様の情報源としてご活用いただけるよう、充実させてまい
ります。
さて、2022年4月に、定年退職を機に山形に戻られた鈴木
淳一常任幹事（南高25回卒）は、引き続き東京同窓会の一員
として、ふるさと山形の地より情報を発信していただきます。

「山形の四季折々」のタイトルでコーナーを持っていただいて
おります。既に、「ここは今どうなっているの？」とのリクエ
ストに応えて、画像をアップしていただいております。
是非、皆様からもリクエストいただきたいと存じます。

「山形南高東京同窓会」ホームページのご紹介

祝 令和５年度 山形南高等学校 東京同窓会総会
弁護士　菊  地  真  治

（南高 38 回卒 野球部）

東京都港区西新橋２丁目２番５号竹内ビル２階

電話 ： 03-6205-7557　FAX ： 03-6205-7558

東京弁護士会
菊地真治法律事務所

ご寄附のご紹介と御礼
また100万円のご寄附を戴く

会長　小松栄三郎
令和4年11月24日、山南第12回卒の
片桐秀昭氏より本東京同窓会に100万円
のご寄附を戴きました。心より御礼申し
上げます。これで片桐氏より100万円の
ご寄附を戴くのは2回目でございます。
常任幹事会では、ご厚意を無にするこ
となく、若い世代の総会参加を促す対策
に資するよう努めて参りたいと思います。

片桐氏は毎年総会で南高生の進学情報
を提供し、 解説して来られました。「南
高生は頑張っています。」 と数字で進学
実績を示してくださいました。
総会が秋から春に変更されましたの
で、進学情報が得られなくなる可能性が
あります。けれども、片桐氏には何とか
情報を得て戴き、私たちに従来どおり進
学情報を提供して戴けるようお願い申し
上げます。 片桐秀昭様

（南高12回卒）
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↑仮装衣装で参加

鈴木さんのリポート

東京同窓会HP「四季折々」より"蔵王"

ハーモニカ伴奏 小松会長

【参加者】今年の抱負漢字一文字
①山口さん（７回卒）…「楽」
②久連山さん（10回卒）…「壁」
③毛利さん（12回卒）…「林」
④小松さん（15回卒）…「信」
⑤黒田さん（21回卒）…「続」
⑥鈴木さん（25回卒）…「住」
⑦村岡さん（25回卒）…「痛」
⑧土田さん（25回卒）…「跳」
⑨武田さん（27回卒）…「夏」
⑩峯田さん（28回卒）…「無」
⑪大場さん（30回卒）…「探」
⑫伊藤さん（32回卒）…「会」
⑬庄司さん（40回卒）…「動」

R4キッキオフミーティング（新年会）オンラインZoom開催　令和4年1月21日㈮ 20：00～21：30

R5キッキオフミーティング（新年会）オンラインZoom開催　令和5年1月26日㈭ 20：00～21：30

【参加者】今年の抱負漢字一文字
①毛利さん（12回卒）…「火」
②奥山さん（12回卒）…「和」
③小松さん（15回卒）…「進」
④黒田さん（21回卒）…「活」
⑤鈴木さん（25回卒）…「住」
⑥村岡さん（25回卒）…「動」
⑦土田さん（25回卒）…「挑」
⑧安孫子さん（29回卒）…「忍」
⑨伊藤さん（32回卒）…「跳」
⑩庄司さん（40回卒）…「謝」
⑪浅黄さん（45回卒）…「繫」 ※フィリピン・マニラから参加
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コロナ禍疲れの中での開催と
なった。今回は大阪支部の尾添
さんは、昨年に引き続いての参
加、昨年寄稿いただいた写真撮
影についてご紹介いただいた。
山形からは、県東京事務所から
県庁に戻られた遠藤さん、定年
退職後地元山形に帰られた鈴木
さんが参加された。全国どこか
らでも参加できるオンラインの
メリットを享受した会合となっ
た。
東京同窓会HPの新コーナー

「山形の四季折々」は、鈴木さ
んがメンバーの要望に応え、現
地に赴き画像をアップしていた
だいております。懐かしの千歳
山こんにゃくなど掲載いただき
ました。更にバージョンアップ
されております。今後もご期待
ください。

①毛利さん（12回卒）
②奥山さん（12回卒）
③小松さん（15回卒）
④尾添さん（15回卒）
⑤黒田さん（21回卒）
⑥鈴木さん（25回卒）
⑦村岡さん（25回卒）

⑧土田さん（25回卒）
⑨武田さん（27回卒）
⑩杉本さん（28回卒）
⑪伊藤さん（32回卒）
⑫遠藤さん（37回卒）
⑬庄司さん（40回卒）

参加者：13名

サマーフォーラム2022（暑気払い）

やまがた県人まつり 3年ぶりに開催！

令和4年9月4日、ホテルニューオータニにて、3年ぶりの開催に代表参加。

コロナ禍の終息もなく、定員の6割に参加者を絞り、ホテル側も万全の感染防止対策で開催。

「毛利顧問と小松会長」と 小松会長と東高東京同窓会長
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総　会

議長あいさつ
令和 3年度
　会計報告・会計監査報告
令和 4年度
　活動方針・収支予算

懇親会

開会の挨拶
物故者への黙祷
校歌斉唱
来賓ご挨拶
南高進学状況報告
募金のお願い
参加者代表のご挨拶
応援歌「空はコバルト」
閉会の挨拶・花笠 3本締め
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令和4年度
山形南高東京同窓会総会・懇親会

 【会場:アルカディア市ヶ谷】 2022年11月13日㈰　14:00受付、14:20開会

88:8814:23

88:8814:40

88:8814:50

88:8815:05

88:8814:00　受付で検温確認！
消毒用アルコール・マスク着用

　総会･議事

令和3年度会計報告 会計監査報告

懇親会･開会の挨拶

東京同窓会 小松会長　挨拶

校歌斉唱 エールは、

東京農大応援団

 団長 矢萩源士さん
（南高69回卒）

来賓ご挨拶

山形南高同窓会　会長
吉田福平様

山形県東京事務所　副所長
佐竹良一様

※南高32回卒、東京同窓会設立時の事務担当

山形南高　校長
大沼　晋様

山形県人東京連合会　会長
石澤良弘様

乾杯ご発声
南高3回卒･千場さん、
三浦さん、山本さん（3名）

お食事・黙食タイム
集中しておいしいお料理とお酒を召し上がれ！

積もるお話は、マスク着用で！

司会者、
衣装替え♪
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当日いただきました募金額は、
22,570 円でした。

心より御礼申し上げます

88:8815:20

88:8816:25

南高進学状況報告
片桐秀昭様（南高12回卒）
毎回、総会で南高生の進学状況をご報告

募金のお願いタイム
募金協力者には、

峯田淳氏の著作本を贈呈戴く

手作りの募金箱↑

村岡常任幹事より

熱い訴えを！!

参加者代表のご挨拶

泉　信行さん
（野球部・南高18回卒）

山形県東京事務所
伊藤壮太郎さん（南高62回卒）

学生・矢萩源士さん
（南高69回卒）

学生・鹿野尚大さん
（南高71回卒）

常任幹事・鈴木淳一さん
（南高25回卒）

東京同窓会HPに
「山形の四季折々」を掲載！!

応援歌「空はコバルト」
エール・野川芳雄さん

（南高25回卒･野球部）

ハーモニカ伴奏 小松会長

88:8816:20

88:8816:30

終了・退場・片付け後
常任幹事集合写真 撮影

中堅チーム 2南高 12 回卒の皆様中堅チーム

若手チーム合唱披露野球部 OB

ご来賓の方々21 回卒の皆様東京同窓会・常任幹事の皆様

 閉会の挨拶・花笠3本締め
 　東京同窓会・伊藤副会長
司会より退場時の注意、二次会禁止のお願いです!!
お酒が回って声が大きくなり、自制が効かなくなります!!
すでに、コロナ禍第8波の傾向が出てきております!!
まっすぐご帰宅くださいますよう、お願い申し上げます!!
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東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
三
年
間
は
学
校
の
教
育
活

動
を
行
う
上
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
や

濃
厚
接
触
者
の
把
握
、
生
徒
個
々
へ
の
出

席
停
止
期
間
の
特
定
及
び
県
教
委
へ
の
報

告
、
ま
た
日
頃
の
感
染
防
止
対
策
な
ど
、

非
常
に
苦
労
し
た
三
年
間
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
五
月
八
日
を
以
て
感
染
症
法
上

２
類
か
ら
５
類
へ
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
徐
々
に
以
前
の
学
校
生
活
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
学
校
の
み
な
ら
ず

世
の
中
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
日
常
」
を
取

り
戻
し
、
山
形
で
も
地
域
の
祭
り
や
行
事

等
、
季
節
の
風
物
詩
が
続
々
と
「
四
年
ぶ

り
」
に
復
活
を
遂
げ
、
街
も
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
て
お
り
ま
す
。

近
頃
よ
く
「resilience

」
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
元
々
ゴ
ム

や
バ
ネ
な
ど
弾
力
性
の
あ
る
物
質
が
外
か

ら
の
力
を
跳
ね
返
す
力
と
い
う
意
味
で
す

が
、
心
理
学
や
社
会
学
な
ど
多
様
な
分
野

で
「
回
復
力
」
や
「
復
元
力
」
と
い
っ
た

意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

の
言
葉
は
、
１
９
８
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ

の
研
究
で
、
虐
待
を
受
け
る
な
ど
厳
し
い

家
庭
環
境
で
育
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
健

全
に
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
調

べ
た
時
に
最
初
に
使
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
健
全
に

成
長
し
た
彼
ら
に
共
通
す
る
特
性
と
し
て
、

不
幸
な
境
遇
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
な
く

現
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現

実
を
嘆
い
て
い
る
ば
か
り
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
経
験
も
自
分
の
人
生
に
と
っ
て

意
味
の
あ
る
も
の
と
捉
え
、
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
指
し
た
言

葉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
校
の
生
徒
・
教
職
員
は
も
と
よ
り
、

全
世
界
の
人
々
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験

し
、
そ
れ
で
も
必
死
に
、
そ
し
て
前
向
き

に
生
き
よ
う
と
し
た
こ
の
三
年
間
は
、
ま

さ
に
こ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
身
に
付
け
た

三
年
間
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

人
口
減
少
、
人
工
知
能
の
進
化
、
そ
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
、
急
激
に
変
化
し
て
お

り
ま
す
、
そ
し
て
学
校
教
育
に
も
変
革
の

波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変

化
に
対
し
て
も
、
こ
の
三
年
間
を
経
て
「
復

活
」
し
た
生
徒
た
ち
が
、
怖
気
づ
く
こ
と

な
く
、
多
様
な
人
と
協
働
し
な
が
ら
新
し

い
価
値
を
創
造
で
き
る
、
し
な
や
か
で
逞

し
い
南
高
生
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
教

育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本
校
及
び

生
徒
た
ち
の
活
躍
に
対
し
、
今
後
と
も
引

き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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南
高
レ
ジ
リ
エ
ン
ス山形南高等学校

校長　大 沼　晋

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

1 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東

2 鶴岡南 鶴岡南 山形南 山形南 鶴岡南 鶴岡南 鶴岡南 山形南

3 酒田東 山形西 山形西 鶴岡南 山形南 米沢興 山形南 米沢興

4 山形西 山形南 酒田東 米沢興 山形西 山形南 米沢興 酒田東

5 米沢興 米沢興 米沢興 山形西 米沢興 酒田東 酒田東 山形西

6 山形南 酒田東 鶴岡南 酒田東 酒田東 山形西 山形西 東桜学館

7 新庄北 長井 長井 長井 新庄北 新庄北 寒河江 鶴岡南

8 寒河江 新庄北 新庄北 新庄北 寒河江 東桜学館 新庄北 新庄北

9 長井 寒河江 山形中央 山形北 山形中央 長井 東桜学館 長井

※山形南・東北順位
22位 20位 7位 8位 14位 17位 14位 17位

山形県内大学入試ランキング　(ダイヤモンドセレクト誌より)

南高の進学状況報告 2022年11月13日㈰の総会で、片桐秀昭さん(南高12回卒)より

南高の進学状況の推移を、都道府県別「大学合格力」高校ランキングの資料(ダイヤモンド

社刊)をもとにご報告いただく。昨年度は県内2位に返り咲きました。
(※今年度の南高生の進学状況は南高HPよりご確認ください。)
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昨
年
11
月
、
初
め
て
東
京
同
窓
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
結
束
力
の
す

ば
ら
し
さ
、
母
校
へ
の
熱
き
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
と
れ
る
会
で
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
小
松
会
長
さ
ん
は
じ
め

参
加
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
11
月
18
日
に
「
わ
れ
ら

南
高
魂
！！—

—

コ
バ
ル
ト
の
空
に
つ
な

ぐ
２
枚
の
羽
根
ペ
ン—

—

」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
祝
賀
会
は
３
年
振
り
に
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
人
数
制
限
は
あ

っ
た
も
の
の
、
約
２
８
０
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
祝
賀
会
で
は
、
前
年
の
総
会
の
席

上
で
放
映
さ
れ
た
、
南
高
創
立
四
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
制
作
さ
れ
た
「
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
青
春—

—

思
い
出
の

学
舎—

—

」が
上
映
さ
れ
、あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
話
も
弾
み
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。東
京
同
窓
会
小
松
会
長

さ
ん
に
も
、ご
遠
方
よ
り
ご
参
加
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

37
回
卒
（
み
ん
な
の
会
）・
57
回
卒

（
豪
南
会
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が

あ
る
中
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

又
、
5
月
27
日
に
は
、
五
月
晴
の
も

と
南
高
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
蔵

王
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
4
年
振
り

に
約
１
５
０
名
の
方
々
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
た
だ
き
、
和
や
か
に
プ
レ
ー
を

し
、
表
彰
式
と
懇
親
会
が
山
形
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
改
め

て
同
窓
生
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
38
回
卒
・
58
回
卒
が
当
番

幹
事
学
年
と
し
て
、
11
月
17
日
開
催
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
是
非

東
京
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
も
ご
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
に
な
り
残
念
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
南
高
同
窓
会
の
基
礎
を
創
っ
て

こ
ら
れ
た
、
千
歳
貞
治
郎
特
別
顧
問
・

佐
藤
充
彦
特
別
顧
問
が
相
次
い
で
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
痛
恨
の
極
み

で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
二
人
の
同
総
会

へ
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
東
京
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
南
高
同
窓
会

山形南高同窓会
会長　吉田 福平

祝 令和５年度 山形南高等学校 東京同窓会総会
令和４年度　山形南高等学校同窓会役員

会　　長　吉　田　福　平（南高２２回卒）

副 会 長　吉　村　和　文（南高２８回卒）

　　〃　　須　藤　勇　司（南高２９回卒）

　　〃　　鈴　木　吉　彦（南高３０回卒）

　　〃　　武　田　良　和（南高３２回卒）

副 会 長　山　口　敦　史（南高４０回卒）
　　〃　　與　田　貴　博（南高４４回卒）
             （山南スポーツＯＢ会長）

監　　事　村　岡　義　啓（南高１８回卒）
             （山南文化部ＯＢ会長）

　　〃　　豊　田　栄　一（南高２０回卒）

　　〃　　坂　部　　　登（南高１８回卒）

会
　
長

小
松
栄
三
郎
（
南
高
15
回
）

副
会
長

土
田　

和
男
（
南
高
25
回
）

副
会
長

伊
藤　

和
弘
（
南
高
32
回
）

監
　
事

安
孫
子
謙
三
（
南
高
28
回
）

顧
　
問

森
谷　
　

享

顧
　
問

斎
藤　

常
男

顧
　
問

毛
利　
　

昭

常
任
幹
事

監
事
兼
務

黒
田　

治
彦
（
南
高
21
回
）

常
任
幹
事

鈴
木　

淳
一
（
南
高
25
回
）

常
任
幹
事

村
岡　
　

登
（
南
高
25
回
）

常
任
幹
事

峯
田　
　

淳
（
南
高
28
回
）

常
任
幹
事

安
孫
子
雅
敏
（
南
高
29
回
）

常
任
幹
事

大
場　

勝
一
（
南
高
30
回
）

常
任
幹
事

柴
田　

哲
史
（
南
高
30
回
）

常
任
幹
事

高
橋　

達
志
（
南
高
32
回
）

常
任
幹
事

山
田　

健
嗣
（
南
高
36
回
）

常
任
幹
事

笠
原　

精
二
（
南
高
37
回
）

常
任
幹
事

菊
地　

真
治
（
南
高
38
回
）

常
任
幹
事

青
木　
　

宏
（
南
高
39
回
）

常
任
幹
事

庄
司　

真
人
（
南
高
40
回
）

常
任
幹
事

金
井　

正
行
（
南
高
41
回
）

常
任
幹
事

小
山　

伸
治
（
南
高
42
回
）

山
形
南
高
等
学
校
同
窓
会
　
東
京
支
部

山
形
南
高
東
京
同
窓
会

令
和
５
年
度
役
員
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コバルトの空 
◆
3
年
半
に
亘
る
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、無
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。日
常
で
の
リ
ス
ク
回
避

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
昨
年
11
月
13

日
㈰
、東
京
同
窓
会
総
会
と
懇
親
会
が
、

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル

と
の
連
携
に
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
、マ
ス

ク
着
用
で
の
会
食･

懇
親
会
と
な
っ
た
が
、リ
ア

ル
で
話
が
で
き
る
喜
び
を
共
感
。山
形
よ
り
同
窓

会
本
部
の
吉
田
会
長
、
大
沼
校
長
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
同
窓
生
の
喜
び
が
爆
発
し
た
懇
親
会

と
な
っ
た
。◆
南
高
生
の
今
は
、今
回
も
新
聞
部

企
画
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
南
高
祭
を
紹
介
い

た
だ
い
た
。時
代
は
変
わ
ろ
う
が
、南
高
生
は
南

高
生
ら
し
く
、逞
し
く
生
き
抜
い
て
い
る
。◆
写

真
部
作
品
展
は
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品

で
、今
後
益
々
の
活
躍
に
期
待
を
し
た
い
。表
紙

の
撮
影
も
ア
ン
グ
ル
を
考
え
、光
と
影
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
迫
力
の
あ
る
作
品
を
提
供
い
た
だ

い
た
◆
レ
ジ
ェ
ン
ド
訪
問
は
、岡
三
証
券
副
社
長

の
相
澤
淳
一
さ
ん（
南
高
29
回
卒
）。南
高
生
ら
し

く
逞
し
い
挑
戦
の
姿
勢
を
貫
き
、数
々
の
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
成
功
へ
の
道
の
り
を
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
。峯
田
淳
さ
ん
の
ル
ポ
は
流
石
で
す
。◆

東
京
同
窓
会
常
任
幹
事
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

小
松
会
長
の
下
に
一
致
団
結
。毎
月
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
常
任
幹
事
会
で
知
恵
を
出
し
合
い
、同
窓

生
の
活
躍
の
情
報
交
換
を
重
ね
て
き
た
。Ｒ
４
、

Ｒ
５
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
新
年
会
）や

サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２（
暑
気
払
い
）も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
、同
窓
生
の
交
流
を
図
っ
て

き
た
。
◆
こ
の
度
の
片
桐
秀
昭
氏
（
南
高
12
回

卒
）か
ら
の
百
万
円
の
ご
寄
附
は
、若
い
世
代
の

同
窓
生
の
糾
合
に
効
果
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

土
田
和
男
（
副
会
長･

南
高
25
回
卒･

野
球
部
）

◎
ひ
と
つ
の
区
切
り

山
南
東
京
同
窓
会
も
コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
を

経
て
、
令
和
５
年
７
月
１
日
に
20
回
目
の
総
会

を
迎
え
ま
し
た
。
20
年
と
い
う
年
月
は
、
ひ
と

つ
の
区
切
り
に
な
り
ま
す
。「
成
年
年
齢
」
は

明
治
時
代
か
ら
約
１
４
０
年
間
、
20
歳
と
民
法

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
民
法
が
改
正

さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
日
本

で
は
長
い
間
20
歳
が
成
人
と
み
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
か
ら
、
未
だ
に
「
成
人
は
20
歳
」
と
う
い

う
感
覚
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
同
窓
会
は
、
成
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
先
輩
諸
氏
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
東
京
同
窓

会
は
成
長
し
、
成
人
に
な
っ
た
の
で
す
。

常
任
幹
事
と
し
て
東
京
同
窓
会
を
引
っ
張
っ

て
来
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
も
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
部
同
窓
会
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
も
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
第
20
回
総
会
に
は
、
本

部
の
吉
田
福
平
会
長
も
お
い
で
下
さ
っ
て
お
り

ま
す
。

元
会
長
の
千
歳
貞
次
郎
氏
、
元
会
長
の
佐
藤

充
彦
氏
が
相
次
い
で
逝
去
さ
れ
た
と
の
こ
と
、

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
両
氏
に
は

東
京
同
窓
会
を
い
つ
も
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
本
部
同
窓
会
と
は
親
密
に
連
携
を

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
専
門
家
、コ
ロ
ナ
流
行
「
終
わ
っ
て
な
い
」と

地
球
的
規
模
で
流
行
し
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
ウ

ソ
の
よ
う
に
引
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

５
月
24
日
の
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
緊

急
委
員
会
の
緊
急
委
員
喜
田
宏
氏
は
「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
は
終
わ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
」
と
、
再
拡
大
へ
の
警
戒
を
怠
ら
な

い
よ
う
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
同
氏
は
「
高
齢

者
や
免
疫
機
能
の
低
下
し
た
人
な
ど
は
亡
く
な

る
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

私
の
周
り
で
も
感
染
者
が
出
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
油
断
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
活
動
も
元
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

慎
重
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
総
会
は
６
月
頃
開
催
へ

今
年
の
総
会
は
７
月
１
日
（
土
）
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
６
月
29
日
（
土
）

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ホ
テ
ル
の
予
約
が
取

れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
今
か
ら
予
定
を
入
れ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
総
会
開
催
日
は
ホ
テ
ル
の
予
約
に

左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
５
月
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
秋
に
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
春
ま

た
は
初
夏
に
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

春
の
総
会
開
催
に
な
っ
た
こ
と
で
、
総
会
に

向
け
て
の
準
備
作
業
が
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
会
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際

に
は
、
ご
遠
慮
な
く
ご
指
摘
く
だ
さ
る
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
20
回
総
会
を迎

え
て

　
山
形
南
高
東
京
同
窓
会

会
　
長
　
小
松 

栄
三
郎

第
十
九
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